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あなたがたがわたしを選んだのではなく、 

わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命しました。 

ヨハネの福音書 15章 16節 a 

  

 

 

それは、あなたがたが行って実を結び、 

その実が残るようになるため、また、あなたがたが 

わたしの名によって父に求めるものをすべて、 

父が与えてくださるようになるためです。 

ヨハネの福音書 15章 16節 b 

 

 

 



 

わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫です。 

わたしの枝で実を結ばないものはすべて、 

父がそれを取り除き、実を結ぶものはすべて、 

もっと多く実を結ぶように、刈り込みをなさいます。 

ヨハネの福音書 15章 1～2節 

 

 

 

 

この命令が目指す目標は、きよい心と健全な良心と 

偽りのない信仰から生まれる愛です。 

テモテへの手紙 第一 1章 5節 

 

 

 

 

イエスは彼に言われた。 

「『あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、 

知性を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。』 

これが、重要な第一の戒めです。 

『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい』という 

第二の戒めも、それと同じように重要です。」 

マタイの福音書 22章 37～39節 

 

 

 



 

すると、イエスは彼らに答えられた。 

「人の子が栄光を受ける時が来ました。 

まことに、まことに、あなたがたに言います。 

一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままです。 

しかし、死ぬなら、豊かな実を結びます。」      

ヨハネの福音書 12章 23～24節 

 

イエスは答えられた。 

「ある人が、エルサレムからエリコへ下って行ったが、 

強盗に襲われた。強盗たちはその人の着ている物を 

はぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。 

たまたま祭司が一人、その道を下って来たが、 

彼を見ると反対側を通り過ぎて行った。 

同じようにレビ人も、その場所に来て彼を見ると、 

反対側を通り過ぎて行った。ところが、旅をしていた 

一人のサマリア人は、その人のところに来ると、 

見てかわいそうに思った。そして近寄って、 

傷にオリーブ油とぶどう酒を注いで包帯をし、 

自分の家畜に乗せて宿屋に連れて行って介抱した。 

次の日、彼はデナリ二枚を取り出し、宿屋の主人に渡して 

言った。『介抱してあげてください。もっと費用が 

かかったら、私が帰りに払います。』 

この三人の中でだれが、強盗に襲われた人の 

隣人になったと思いますか。」 

彼は言った。「その人にあわれみ深い行いをした人です。」 

するとイエスは言われた。「あなたも行って、 

同じようにしなさい。」    

ルカの福音書 10章 30～37節 



 

人の子は、その栄光を帯びてすべての御使いたちを 

伴って来るとき、その栄光の座に着きます。 

そして、すべての国の人々が御前に集められます。 

人の子は、羊飼いが羊をやぎからより分けるように 

彼らをより分け、羊を自分の右に、やぎを左に 

置きます。 

それから王は右にいる者たちに言います。 

『さあ、わたしの父に祝福された人たち。 

世界の基が据えられたときから、あなたがたのために 

備えられていた御国を受け継ぎなさい。 

あなたがたはわたしが空腹であったときに食べ物を 

与え、渇いていたときに飲ませ、旅人であったときに 

宿を貸し、わたしが裸のときに服を着せ、 

病気をしたときに見舞い、牢にいたときに 

訪ねてくれたからです。』 

すると、その正しい人たちは答えます。 

主よ。いつ私たちはあなたが空腹なのを見て 

食べさせ、渇いているのを見て飲ませて差し上げた 

でしょうか。いつ、旅人であるのを見て宿を貸し、 

裸なのを見て着せて差し上げたでしょうか。 

いつ私たちは、あなたが病気をしたり牢におられたり 

するのを見て、お訪ねしたでしょうか。』 

すると、王は彼らに答えます。 

 



『まことに、あなたがたに言います。あなたがたが、 

これらのわたしの兄弟たち、 

それも最も小さい者たちの一人にしたことは、 

わたしにしたのです。』 

それから、王は左にいる者たちにも言います。 

『のろわれた者ども。わたしから離れ、悪魔と 

その使いのために用意された永遠の火に入れ。 

おまえたちはわたしが空腹であったときに 

食べ物をくれず、渇いていたときに飲ませず、 

わたしが旅人であったときに宿を貸さず、裸のときに 

服を着せず、病気のときや牢にいたときに 

訪ねてくれなかった。』 

すると、彼らも答えます。 

『主よ。いつ私たちは、あなたが空腹であったり、 

渇いていたり、旅人であったり、裸でいたり、 

病気をしていたり、牢におられたりするのを見て、 

お世話をしなかったでしょうか。』 

すると、王は彼らに答えます。 

『まことに、おまえたちに言う。おまえたちが 

この最も小さい者たちの一人にしなかったのは、 

わたしにしなかったのだ。』 

こうして、この者たちは永遠の刑罰に入り、 

正しい人たちは永遠のいのちに入るのです。」 

マタイの福音書 25章 31～46節 

 



 

 

考えてみましょう 

 

・イエス様が語る〔愛〕についてわかち合いましょう。 

 

・自分自身に〔愛〕という実があるか、 

考えてみましょう。 

 

 


